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リンク - 楽しいこと 100%














































































































連 性 が 見 出 さ れ た（χ２＝8.965、df=1、
p=.003）。これらの結果から年下の子の面倒
は２、３年生から発達し、リーダーシップ発
揮は３年生から４年生以上にかけて飛躍的に
発達していることがわかる。１年生が新しい
環境に適応し、泣かなくなるのは人と話がで
きるようになることと関係がありそうである。
これは「人と話ができるようになった」と「泣
かなくなった」に有意な関連性が見出された
（χ２＝8.551、df=1、p=.003）ことからも推
測される。自己の行動調整や情動調整がこと
ばの発達に支えられていることがこれらの結
果からも理解できる。
（₂）指導員から見た子どもの成長の自由記述
　子どもの成長について36の自由記述が得ら
れ、それらをまとめたのが表１である。
図₄　指導員から見た子どもの成長
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測される。４年生～６年生ではリーダーシッ
プの発達、心の理論と人間関係理解の発達、
そして自己理解の発達が推測される。柿・辻
河（2008）の報告では、小学生の発達段階が
大きく変化するのは４年生であることを明ら
かにしている。また、下位時期の詳しい変化
の様相も明らかにしている。本結果で記述さ
れたものからも各学年の社会情緒的および認
知的発達の様相に違いがあること、また同じ
　表１の記述から子どもの成長の様相を推測
すると、１年生では、新しい環境への適応、
仲間遊びの発達、そして自己主張とコミュニ
ケーション能力の発達がうかがえる。２年生
では「心の理論」の発達、言語による行動調
整の発達、そして自主性や仲間遊びの発達が
特徴として推測される。３年生では「心の理
論」の発達、リーダーシップの発達、認知的
発達、そしてセルフコントロールの発達が推
表１．子どもの成長についての自由記述
１年生：新しい環境への適応、仲間遊びの発達、自己主張とコミュニケーション能力の発達
・宿題、おやつの時間など学童の生活に慣れ過ごせる
・仲良しの子が増え、みんなと遊べるようになった
・年上の子にも話しかけ、一緒に遊べるようになった
・自分の思いを伝えられるようになった
・自分のことは自分でやるという気持ちが大きい
２年生：「心の理論」の発達、言語による行動調整の発達、自主性や仲間遊びの発達
・他人の気持ちが考えられるようになった
・周りの気配りができるようになった
・けんかで自分の気持ちを伝える力がついた
・けんかが少なくなった
・目上の人へのことば使いがよくなった
・学童の活動や遊びに積極的に参加できるようになった
・男女が仲良く一緒に遊べるようになった
３年生：「心の理論」の発達、リーダーシップの発達、認知的発達、セルフコントロールの発達
・幼い子への思いが出てきて、1年生に譲ったり、教えたりできる
・筋道を立てることができたり、大人の揚げ足がとれるようになった
・相手の気持ちを考えられるようになった
・年上とともに集団をまとめたり、高学年のチームに入って遊べるようになった
・学童のルールがしっかり身についている為、いけない子には注意ができるようになった
・小さな子に教えることができる
・自分勝手な行動が少なくなってきた
・自分で遊ぶタイミングや宿題・習い事をうまく効率よくできるようになった
４年生～６年生：リーダーシップの発達、心の理論と人間関係理解の発達　自己理解の発達
・学童全体のリーダーシップがとれるようになった子もいる
・他の子のけんか、いざこざに仲裁に入ったりする
・行事などを自分たちが中心になって作れるようになった
・班活動で班員の面倒を見たり、まとめられるようになった
・ある程度大人と対等な関係を求めるようになった
・取り組みに積極的に参加してくれる
・学童での居場所ができているのでゆとりある自分を出せる
・学童の生活や物の場所、ルールが完璧にわかり新しい指導員に教えてくれたりサポートしてくれる
・毎日忙しく低学年の頃より元気がなくなった
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領域の発達においても学年が上がるとともに
質的に高度な発達の様相になっていくことが
示唆されているが、さらなる検討が必要であ
ろう。
＜全体考察＞
　学童保育の場は、子どもにとって家庭以外
の居場所であり、家庭では経験できない多彩
な経験をする機会の場として重要と考えられ
る。児童期の子どもたちは学校での仲間関係
から社会化の影響を受け、社会情緒的な発達
が促進されると考えられる。学校生活で楽し
いものは何かについての調査によると、友だ
ちとの付き合いであるという結果が報告され
ている（安藤、2006）。本研究でも学童保育
でのともだちとの付き合いは楽しいという結
果が出ている。では放課後の学童保育におけ
る仲間関係からの影響は学校でのそれとどう
違うのだろうか。最近の子どもたちの生活に
おける遊びの調査報告によると、異年齢の子
どもたちと遊ぶ機会が減少しているため子ど
もの社会情緒的発達に重要な役割を果たす仲
間関係を築く機会が失われていること、さら
に仲間と関係を築く場として、学習活動の場
が占めるウエイトが大きくなっていることが
報告されている（麻布台学校教育研究所、
2006）。子どもたちの価値や自己評価の基準
が、学業成績に偏らざるを得ない状況に結び
つくことが懸念されると安藤（2006）も指摘
している。学童保育のシステムや規模から考
えて学童保育の場では、学校よりも容易に同
年齢だけでなく異年齢との経験ができること、
子どもたちの間で学業面でのプレッシャーや
ウエイトが少ないこと、仲間のうちでの協同
や役割取得が遊びを中心として実現しやすい
ことなどが特徴といえよう。今後は学童保育
における遊びや仲間関係の発達とその意義に
ついてさらに検討したい。
　大人からの働きかけや子ども同士のコミュ
ニケーションの積み重ねは「心の理論」にとっ
て重要な役割を果たしているといわれる（長
崎、2001）。大人や年上の子どもは、年下の
子どもにとって「心の理論」を発達させるた
めの足場づくりの機能を果たしているとも考
えられる。また、仲間の存在は自分について
考える基準を提供してくれる。子安（2000）
は児童期における二次的信念の理解の児童に
とっての意味について言及していている。他
者から見た自分を知ることによって、他者を
通じた自己理解が促進され、さらに二次的信
念の理解は、三次的信念など高次の信念の理
解へと発展し、このことが複雑な人間関係理
解に役に立つと説明している。学童保育の場
での親密な仲間関係におけるコミュニケー
ション経験が「心の理論」発達を促進するの
かどうかはさらに探求していきたい。
　学童保育における小学生のことばの発達の
側面も興味深い。内田（2004）は、小学生の
言語生活は、読み、書き、話し、聞く、調べ、
発表し、説明するなどの活動であり、それら
を通して経験を共有していない複数の相手に
伝える１対多のコミュニケーション・スタイ
ルを身につけていくという。このような二次
的ことばの発達からさらに小学校高学年にな
ると三次的ことばが発達すると論じている。
今後このような観点からも探求していきたい。
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